収入

印紙

契約書
　笛吹市　笛吹市長（以下｢発注者｣という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「受注者」という。）とは、受注者が液化石油ガス（以下「ＬＰガス」という。）を発注者の指定する施設等に供給することについて次のとおり契約を締結する。

（目的）

第1条　受注者は、発注者の指定する施設等で使用するＬＰガスを、「液化石油ガスの保安の確保と適正化に関する法律」及び関係法令に則り、需要に応じて継続的に供給するものとし、発注者は受注者にその対価を支払うものとする。

（用語の定義）

第2条　用語の定義は、次のとおりとする。

①　供給設備

バルク容器、気化装置、調整器、ガスメーター及びガスメーターの出口までの導管並びにそれらの付属施設をいう。

　②　消費設備

　　  ガスメーターの出口から施設内のガス器具までの導管を含む使用設備をいう。

　③　ガスメーター

　　　料金算定の基礎となるＬＰガス使用量を計量するために用いられる計量器をいう。

　④　バルク容器

　　　道路上に停車したバルクローリーからホースを接続し、無線スイッチなどを遠隔操作によって液送ポンプを駆動し、直接ＬＰガスを充填する容器をいう。

　⑤　バルクローリー

　　　ＬＰガスをバルク容器に充填する設備を備えた車両をいう。

（供給方法）

第3条　受注者は、ＬＰガスの充填容器をガス切れが生じないよう計画した配達日若しくは発注者が供給依頼した都度速やかに供給設備に接続し供給するものとする。ただし、体積販売の場合は、使用容器の中のガスが切れると自動的に他の容器からガスが供給されるように常に充填した予備容器を接続しておくものとする。

（ガスの計量方法とガス料金）

第4条　ガスの計量方法とガス料金は、次のとおりとする。

　①　ガスメーターによる場合

　　　受注者は、毎月ガス使用量を検針し、別表の「ガス料金表」により計算されたガス料金を発注者に請求するものとする。

　②　重量販売の場合

　　　受注者は、定量表示した充填容器を別表の料金により発注者に請求するものとする。

（供給設備及び消費設備の費用負担）

第5条　供給設備及び消費設備の費用負担は、次のとおりとする。

　①　供給設備

　　　発注者が、受注者の所有する供給設備を用いてガス供給を受ける場合は、受注者による無償貸与とし、同設備の利用に対する費用は請求しないものとする。

　②　消費設備

　　　発注者の負担とする。

（対価の支払い）

第6条　発注者は、受注者の適法な支払請求書を受理したときは、受理した日から起算して30日以内に受注者の指定する金融機関の口座に振込送金により対価である代金を支払うものとする。

（供給設備等の管理責任）

第7条　供給設備は、受注者の責任において管理するものとする。

2　受注者は、法律の定めるところにより、供給設備の保持管理のための点検及び消費設備の点検を行う。
3　受注者は、前項に定める点検のほか、法令の定めるところにより、以下に定める検査及び緊急時の応急措置等の保安責任を負うものとする。ただし、発注者の承諾が得られないことにより検査ができなかった場合等、受注者の責に帰すべき事由以外の事由により発注者に生じた損害については、受注者は賠償の責を負わないものとする。

①　供給開始時点検・調査

　　ＬＰガスの供給開始時に行う供給設備の点検調査。

②　緊急時対応

　　ＬＰガスによる災害が発生、または発生する恐れがある場合、発注者又は第三者からその事実を通知され、これに対する措置を講じることを求められたとき、または自らその事実を知ったときに速やかに講じる措置。

4　受注者が、供給設備の維持管理のため、発注者の施設等に立ち入る必要がある場合、あらかじめ発注者にその旨を連絡し承諾を得るものとする。

5　受注者が、本条第2項及び第3項の点検等を行ったときは、その結果について、報告書等により速やかに発注者に通知するものとする。これにより、消費設備（発注者の所有である供給設備を含む）に安全上改善すべき点があった場合は、発注者は速やかに費用を負担して改善するものとする。

（損害の賠償）

第8条　受注者による供給設備等の点検又は調査の不備に起因又は関連して、発注者に費用又は損害が発生した場合、受注者は、当該費用又は損害を負担するものとする。

（履行不能）

第9条　受注者は、自己の責に帰し難い事由により、本契約の履行ができない場合には、その事由を明らかにした書面をもって遅滞なく発注者に申し出なければならない。

2　受注者は、自己の責に帰する事由により、本契約の履行ができない場合において、発注者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。

（予算の減額又は削除に伴う解除等）

第10条　本契約締結日の属する年度の翌年度以降において、歳出予算の当該金額について減額又は削除があった場合、発注者は、この契約を変更又は解除することができる。

2　前項の場合は、この契約を変更又は解除しようとする会計年度開始日の2月前までに、受注者に通知しなければならない。

（契約の解除）

第11条　発注者及び受注者は、相手方が本契約の条項に違反し、相当の期限を定めて催告したにもかかわらず、なお是正しない場合は、本契約を解除することができる。

（協議）

第12条　本契約に定めのない事項の発生及び社会経済情勢の変化等で前記各条に協議の必要が生じた場合は、発注者と受注者双方が誠意をもって速やかに協議し解決に努めるものとする。

（供給開始日）

第13条　本契約によるＬＰガスの供給開始日は、　　　　年　　月　　日からとする。

　本契約の締結を証するため、本書を2通作成し、発注者と受注者とが記名押印の上、各自その1通を保有する。
　　　　　　　年　　　月　　　日

発注者　住所又は所在地　　山梨県笛吹市石和町市部777番地
商号又は名称　　　笛吹市
代表者名又は氏名　笛吹市長　　●●　　　　　　　　　　　　印
受注者　住所又は所在地　　
商号又は名称　　　

代表者名又は氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
